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用
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扱
説
明
書

発
芽
の
ち
か
ら

品
番
：
YC101G

こ
の
た
び
は
、本
製
品
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
、ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
取
扱
説
明
書
は
必
要
な
と
き
、す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
よ
う
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
理
解
し
て
か
ら
、本
製
品
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

本
製
品
は
日
本
国
内
専
用
で
す
。海
外
で
は
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
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140-0013
東
京
都
品
川
区
南
大
井
6-26-2
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保
証
書

本
書
は
、保
証
規
定
に
よ
り
無
償
修
理
を
お
約
束
す
る
も
の
で

す
。お
買
い
上
げ
の
日
か
ら
下
記
期
間
中
に
万
一
故
障
が
発
生

し
た
場
合
は
、
本
書
を
ご
提
示
の
う
え
、
修
理
を
ご
依
頼
く
だ

さ
い
。

保
証
規
定

１
．左
記
記
載
の
保
証
期
間
に
お
い
て
、
取
扱
説
明
書
・
本

体
注
意
ラ
ベ
ル
な
ど
の
注
意
書
に
し
た
が
っ
た
正
常
な

ご
使
用
状
態
の
も
と
で
万
一
発
生
し
た
故
障
に
つ
い
て

は
保
証
規
定
に
よ
り
無
償
修
理
い
た
し
ま
す
。

２
．保
証
期
間
に
無
償
修
理
を
お
受
け
に
な
る
場
合
は
、
本

保
証
書
を
本
体
に
添
え
て
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

３
．保
証
期
間
内
で
も
、次
の
場
合
は
有
償
修
理
と
な
り
ま
す
。

・
本
書
の
ご
提
示
が
な
い
場
合
。

・
本
書
に
お
買
い
上
げ
の
年
月
日
・
販
売
店
名
の
記
入
が

な
い
場
合
。ま
た
字
句
を
書
き
換
え
ら
れ
た
場
合
。

・お
取
扱
方
法
が
不
適
当
な
た
め
に
生
じ
た
故
障
の
場
合
。

・
当
社
の
指
定
者
以
外
の
手
に
よ
り
修
理
・
故
障
さ
れ
た

部
分
の
処
理
が
不
適
当
で
あ
っ
た
場
合
。

・
故
障
の
原
因
が
本
製
品
以
外
の
、
他
の
機
器
に
あ
る
場

合
。

・
お
買
い
上
げ
後
に
落
と
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
よ
る
故
障
・

損
傷
。

・
火
災
・
公
害
・
ガ
ス
・
鼠
害
・
異
常
電
圧
及
び
天
災（
地
震
・

雷
ほ
か
）に
よ
っ
て
生
じ
た
故
障
の
場
合
。

４
．保
証
期
間
が
切
れ
ま
す
と
修
理
は
有
償
に
な
り
ま
す
が
、

引
続
き
責
任
を
持
っ
て
修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な

お
、
本
製
品
の
補
修
用
性
能
部
品
の
保
有
期
間
は
生
産

打
ち
切
り
後
6年
で
す
。

５
．本
書
は
日
本
国
内
に
お
い
て
の
み
有
効
で
す
。

　
  This w

arranty is valid only in Japan.

お
願
い

※
本
書
は
保
証
規
定
に
基
づ
き
無
償
修
理
を
お
約
束
す
る

も
の
で
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、
本
書
に
よ
っ
て
お
客
様
の

法
律
上
の
権
利
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。保

証
期
間
経
過
後
の
修
理
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
る

場
合
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
も
し
く
は
日
本
ニ
ー
ダ

ー
株
式
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
本
書
は
再
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

品
　
　
番

お
買
い
上
げ
月

保
証
期
間

お
名
前

ご
住
所

電
話
番
号

販
売
店
名

年
　
　
  月
　
　
  日

・
本
書
の
内
容
の
一
部
、ま
た
は
全
部
を
無
断
転
載
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
本
書
の
内
容
に
関
し
て
は
、将
来
予
告
な
し
に
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、誤
り
や
記
載
漏
れ
な
ど
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　
お
手
数
で
す
が
当
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
体
・
1年
間

YC101G

M
EM
O

安全上の注意
ここに示した注意事項は、あなたや他の人々への危害を未然に防止する
ため、安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

必ずお守りください

※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

　記号は、禁止の行為である
ことを告げるものです。図の
中や近くに具体的な禁止内
容（左図の場合は分解禁止）
が描かれています。

△記号は、警告・注意を促す
内容があることを告げるもの
です。製品本体に具体的な注
意（左図の場合は感電注意）
が描かれています。

取り扱いを誤ると、死亡または
重傷などを負う可能性があり
ます。

取り扱いを誤ると、傷害または
物的損害が発生する可能性が
あります。

●記号は、行為を強制したり指
示したりする内容を告げるも
のです。図の中に具体的な指
示内容（左図の場合は差込み
プラグをコンセントから抜いて
ください）が描かれています。

修理技術者以外の人は、絶対に分解したり
修理・改造は行わないでください。
発火したり、異常作動して怪我をすることがあります。

警  告

警告

注意

分解禁止

本書で使用しているマーク（絵表示）と意味は、次の通りです。
●本書で使用しているマークについて

●取り扱いについて

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くと
ころで使わないでください。
やけど・感電・怪我をする恐れがあります。

安全上の注意（つづき）

警  告

電源コードや差込みプラグが傷んでいたり、
コンセントの差込みがゆるいときは使用しな
いでください。
感電・ショート・発火の原因になります。

禁止

ぬれた手で製品を使用し
ないでください。
ショート・感電の恐れがあります。禁止

交流100V以外では使用
しないでください。
火災・感電の原因となります。禁止

禁止

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、
引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないでください。
重い物を載せたり、挟み込んだり、加工したりすると、電源コードが破損し、火災・
感電の原因となります。

禁止

水につけたり、水をかけたりしないでください。
ショート・感電の恐れがあります。

水かけ禁止

注  意
差込みプラグを抜くときは、電源コードを持
たずに必ず先端の差込みプラグを持って引き
抜いてください。
感電やショートして発火することがあります。

プラグを
持って抜く

使用時以外は、差込みプラグをコンセントから抜いてください。
やけどや怪我、絶縁劣化による感電・漏電・火災の原因となります。

プラグを抜く

不安定な場所や熱に弱い敷物の上では使用し
ないでください。
火災の原因となります。禁止

玄米、水以外のものを入
れないでください。
腐食したりする恐れがあります。禁止

使用中は本体の内側に触
れないでください。
やけどをする恐れがあります。禁止

屋内で使用してくださ
い。また、直射日光をう
けるところや、ガスコン
ロ・レンジ等の熱源の近
くはさけてください。

禁止

内容器が入らない状態で
の使用はしないでくださ
い。また、内容器になに
も入れない状態での使
用もしないでください。

禁止
お手入れにはクレンザー、
シンナー、ベンジン等を
使用しないでください。禁止

本体を電子レンジや冷蔵
庫等の中に入れないでく
ださい。
本体の破損、故障の原因になり
ます。

禁止
本体を落としたり衝撃を与
えないでください。

禁止

修理・お取り扱い・部品ご購入などについてのご相談は、
当社サポートデスクまでお問い合わせください。

●保証期間について
保証期間は、お買い上げから1年間です。

・保証期間中の修理
　　保証書の記載内容により、当社サポートデスクで対応致します。

・保証期間後の修理
　　修理すれば使用できる製品は、お客様のご要望により、有償にて修理致します。

●補修用性能部品の保有期間
当社は、本製品の補修用性能部品※を製造打ち切り後、6年間保有しています。
※性能部品：その製品の機能を維持するために必要な部品です。

〈当社サポートデスク〉
・電話番号：0120-481-484 （フリーダイヤル）
　※受付時間：10:00～17:00　月～金曜日（土・日曜、祝日、弊社休業日を除く）

・ホームページ：http://kneader.jp

日月年購入年月日

アフターサービスについて

下の枠内に、お買い上げいただいた日付を記入しておいてください。



お手入れ

※製品改良のため、仕様および外観の一部を予告なしに変更する
　ことがあります。あらかじめご了承ください。

発芽のちから
YC101G
100V　50Hz／60Hz
16W
約24時間
有効長さ　約1.5m
直径約162mm×高さ約195mm
約800g

主な仕様は以下のとおりです。

商 品 名
品 番
電 源
定 格 消 費 電 力
内蔵タイマー設定時間
電 源 コ ー ド
外 形 寸 法
製 品 重 量

各部の名称 使い方①

使い方② 使い方③（発芽玄米の炊き方）

発芽玄米について

できあがり後の取扱い

純銅について

外ぶた
（アクリル）

内ぶた
（ポリプロピレン）

内容器
（ポリプロピレン）
（銀イオン入り）

本体
（ポリプロピレン）

パイロットランプ
（LED）

電源コード

差込みプラグ

銅網
（純銅製）

落としふた
（純銅）

①玄米を水洗いし、よく研ぐ。　※最大2合（約300g）
　（多少傷をつけるくらい研いだほうが浸水して美味しく
　炊きあがります。）

④内容器の内ぶた（ロック
　する）をする。

⑤内容器を本体にセットし、
　外ぶたをする。

内容器と本体の間に
水を入れないでください。

外ぶた

内ぶた
（ロックする）

⑥電源コードを差込む。

⑦内蔵タイマーが作動し、パイロットランプが
　点灯し保温されます。
　24時間経つと自動的に電源が切れて
　パイロットランプが消えます。
　（玄米が0.5～1mm発芽したら完了です。
　18～24時間が目安です。）

②水洗いした玄米を銅網に移し、落としふたをする。

③銅網を内容器にセットし水を入れる。

●外ぶた／内ぶた／内容器

●銅網／落としふた

やわらかいスポンジやふきんに台所用洗剤をつけて洗い、水ですす
いでください。最後に乾いたふきんで水気をふき取ってください。

ご使用後はなるべく早く発芽玄米を他の容器に移し換えて下さい。
銅網はやわらかいスポンジやふきんに台所用洗剤をつけて洗い、
水ですすいでください。最後に乾いたふきんで水気をふき取って
ください。内容器や本体から出した状態で乾燥した風通しのよい
ところで保管してください。

●本体
やわらかい布を水にひたし、固くしぼってふいてください。

変色した場合

緑青が発生した場合

「銅網」「落としふた」は純銅ですので、日常のお手入れを行って
いても、変色したり緑青が発生することがあります。このよう
な場合は下記を参考にして、洗浄してからお使いください。

※銅に発生する緑青は医学的に無害です。

必ず電源プラグを抜き、お手入れをしてください。
ご使用ごとに必ずお手入れをしてください。
汚れたままにしておきますと、
腐食やこびりつき・いやなニオイの原因になります。

発芽玄米の保存について

使用後の製品について

発芽玄米は「活もの」と同じ扱いで保存する必要があります。
発芽玄米はできあがり次第、すばやく水道水でよく洗って炊飯
してください。
その日に召し上がらない場合には、密封できるビニール袋か密
封容器などに入れて冷蔵庫で保存してください。
（冷蔵庫保管の場合でも2～3日を目安に炊飯してお召し上が
りください。）

「お手入れ」の項目を参考にして、早めにお手入れをしてくださ
い。
発芽玄米ができあがったあとのぬるま湯は内容器に放置しな
いですぐに捨ててください。他の物には絶対に混ぜないでくだ
さい。このぬるま湯は雑菌が繁殖しやすく、腐敗の原因になり
ます。

玄米

内容器
銅網

落としふた

玄米の量に関係なくこのラインまで水を入れる

パイロットランプ点灯

発芽玄米は水道水でよく洗ってください。白米は水洗いし
たあと、30分ほど放置する場合がありますが、発芽玄米は
すぐ炊飯してください。

白米を炊くときと同じ設定にしますが、お好みに合わせて
水加減を調整してください。発芽玄米と白米の混合比率を
変えても、水加減は白米を炊くときと同じです。玄米の産
地や品種、時期などにより、仕上がりや炊きあがりに違い
がありますので、水加減や時間を上手に調整しておいしく
お召し上がりください。

1. 発芽玄米を水道水でよく洗う。

2. 水加減・炊き方

※乳幼児やお年寄り、病気の方に食べやすい発芽玄米の
　おかゆも、白米と同じようにお作りいただけます。

※途中での水交換は不要です。
※通常発芽に比べて銅イオン、銀イオン効果で
　イヤな発芽臭を大幅に減らします。
　（割れた米や古い米が多い場合、臭いが多く
　発生するおそれがあります。

発芽玄米の特長
1. お米がやわらかい。

5. 玄米の銘柄を選ばない。

4. 美容と健康に優れた効果が期待できる。

2. たくさんの栄養が消化しやすい。

3. お好きな割合で混合炊飯ができる。

通常は硬い玄米のぬか層が、発芽することによりやわらか
くなります。

玄米のもつ優れた栄養を受け継ぐとともに、発芽により糖
化ホルモンが分泌され、活性化したお米に変わります。

発芽玄米は「腹もち」がよく、食物繊維が豊富ですので、美容
と健康に優れた効果が期待できます。

発芽玄米は発芽により玄米が活性化していますので、お米の
銘柄にこだわることなく、おいしくいただけます。

発芽玄米は普通に炊飯できますので、お手持ちの炊飯器
でお好きな割合にして白米との混合炊飯ができます。

玄米は、栄養価の高い食品です。しかし、口当たりがザラザラす
る、硬い、消化しにくい、炊きにくい、かならずしも美味しいとは
いえないなどの理由で敬遠されてきました。これらの欠点を
克服した画期的なお米が「発芽玄米」です。玄米を0.5～1mm
発芽させることにより、中で眠っていた酵素が一斉に活性化し
最高の栄養状態になります。また糖分が分解され甘味が加わ
り、やわらかく、かむほどに味の出る美味しいお米になります。

仕  様

本体の丸洗いは絶対にしないでください。

やわらかい布に市販の液体研磨剤（クレンザー等）を少量付
け、こすり落としてください。変色層がきれいになったら必ず
食器用洗剤で洗浄してください。

お酢（食酢）を水で3～5倍程度に薄めた中に暫く浸した後、
柔らかいスポンジや歯ブラシ等でこすり落としてください。
その後食器用洗剤で洗浄してください。

乾燥が完全でないまま内容器や本体の中で保管しま
すと緑青発生の原因となりますので、必ず内容器や本
体から出した状態で、乾燥した風通しのよいところで
保管してください。


